





























CALL(ωmputer-assisted Language Learning) システムは第二言語(以下L2と略す)の学習において広く


































第 3 章 L2 語葉の音声意味学習におけるロ文字情報の役割
本章では、 L2 語葉の音声から意味を学習する際に、 L2 語葉の文字情報を提示することが語葉の学習にど
のような効果を及ぼすかについて 2 つの実験により検討を行った。
























































実験 1 から実験 5 の結果と第 5 章の三つの分析の結果から、対連合語葉学習モデルを提案した。





L2 の文字を提示したほうが提示しない方法より効率的に学習ができる。和語の場合は、 L2 の音声が提示さ
れても、 L2 の言語システム的な知識以外、既有知識が活性化されることがほとんどない。 L2 の形態が提示
された場合も同じである。したがって、音声意味学習に、 L2 の文字を提示してもしなくても効果がほぼ同
じであろう。




第二言語(以下、 L2) の学習において語葉の習得はその根幹を成す。どのような方法で L2 の語葉学習を
行えば効率的に学習が成立するのかを明らかにすることは、L2語葉習得研究にとって非常に重要なテーマで




















第 4 章では、 L2 語葉の表記形態と意味を結びつける学習において、音声情報を提示することに効果
があるかどうかについて実験的検討を行い、音声情報の提示が効果をもたらさないことを示している。




第 6 章では、第 2 章から第 5 章までの実験的検討において得られた結果に基づいて、全体的な考察を
行い、 L2 語葉学習時の認知モデルを提案し、中国語母語話者が日本語の語葉を効果的に学習するため
の CALL システム構築に向けて提言を行っている。
以上要するに本論文は、中国語母語話者の日本語語養学習における効果的な情報提示方法について実験的
検討を行いつつ、その認知過程のモデル化を試み、効果的な CALL システムへの提案を行ったものであり、
情報科学ならびに認知心理学・第二言語習得研究の発展に寄与するところが少なくない。
よって、本論文は博士(情報科学)の学位論文として合格と認める。
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